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　以 上 よ り次囘月經を 早發させ る 1一は，月經後朗 に 協力

性腺刺哉 ホ ル モ ソ を 投與 す る の が 有敕 で あ り， 遲發 さぜ

る に は 月 經後期 に エ チ ニ ・一ル m ス ト ラ ヂ オ ール を 主く興 す

る か ，又 は 月經前期 1こ エ チ ニ ール テ ス ト ス テ 卩 ン
， 協ヵ

性腺刺戟ホ ル モ ン を投與す る の が有敷で ある．

37． 胎尭 及び 瓢 密兜 副 腎皮質λ テ 翻 イ 解蹠 び に

　　斬生 隻邑羆中　17−K −s　‘こ就し、 て

　　　　　　　 僻 戸壽大）　 植田安醸 ， 岡山　雀．｛

　　　　　　　　安本 和 ・麦，山 ロ 彦司，小林τ｝ 驀

　我 々 は 胎兜及び新生見副腎の ケ ト ス テ ロ イ ドの 淌長を

知 ろ うと して 次 の 如ぎ實顎を 行 つ た。

　即 ち 胎兒副腎 に つ い て は 妊娠 4 ヵ 月 よ り，妊 娠11カ 月

迄 の 各時期 に 於 け る材料 を 使用 して，ホ ル マ リ ン 固定 後

永結切片に 就い て Sudan 　III 染色，　 Se1終 mun 染色，

Birefringence
，
　S。hultz 反應等 を 行 い ，叉 新

’

ヒ免副離 一就

い て も同醸 の 實驗 を 行 い 比較搬討 して み た．

　 こ の 實駿1こ 依る と　Sudan 可染性脂質は 5 カ 月頃か ら

出現す る．所が ス テ ロ イ ドは 7 カ 月 に 至 つ て 始 め て 出現

し， そ の 後胎齢 の 逶む と共 じ 層加 す る．

　胎外生活を し た もの は 同 じ胎齢 の 死蓬胎兒 に 比 して ，

ス テ ロ イ ドが 増加 し て い る．生 後 45日生 存 例 で i 略 ke

人 と變 りが な い 。

　胎齡 7 ヵ 月以後 ：こ 副腎 皮 質 ホ ル モ ン と深 い 關係 IL．．）る

ス テ ロ イ ドが 出現す る と云 うこ と に ，1！
．
床的 に 7 カ 月 以

懲 よ胎外生 活 を 誇み 得 る と 云 う亨實 と考 え 合せ て ， 興 昧

あ る事柄 で あ る．父胎外生活を營 ん だ場合 に ス テ ロ イ ド

が 多 い こ と は ， そ の f蜀體が Bj飴を 離れ て 獨 1  1）力で 周圍

り 環境 ｝こ遘纛す る 爲 に 副腎皮聖｛機能 ぶ亢逕 した もり と毒

え られ る．

　以 上 D 檬 ：こ 新 生兒 の 副腎 は 形應 學 的 に 微豺 よ ヂ
’iン耐 腎

皮質 ホ ル モ ソ を 分 泌 して い る事 を 認 鉦）た の で あ るが ， 隶

して尿 TvT　1’こ そ の 分解琵物 が證 閉 せ られ るや 否 や を檢討
『’1

る た め ic， 藪生児 の 尿中 17一ケ ト ス テ 卩 イ ドの 測竈 ゾ
ご彳ナ

つ た ． （Z”lrnmennf ，tnr ，．＝ 宅 氏 法）．そ の 鮎 　　三疲 上1日 H

迄 の 測定 で は 微量 な が ら， 排泄 せ
「It

て い る 二 と ≧知 つ

’
iL
・．凸

38 ． 腰纛時1こ於ける E 瞬 e 銀轣 n 試 蹴 品責の 営
’
慰

　　　　　　 倍 大分院） 漉 ご二金 三郎，淺 丿1和 了

　腰廓時 に 於 1ナ る 血 壓
．
ド［喙防11二の た め ，腰麻前 に あ ら か

じ め 血 壓 上 昇殤 を使用 す る こ と は ， 最早慣烈 の 如 く行 ｝）

れ て い る，然 し 苗 ミら血 壓上 昇劑，。丸個人 的 1ぴ 厚 1％　1
に し て い る た め ， 循前 に そ の 感受性 を檢登 し て わ くこ と

は ， 適切 な血 壓上 昇嚠の 古 是 並 に 量 の 決定 の た ン
’
必 一a ，s

こ と で あ
・プ エ フ エ ド リ ン 」試瞼が 漬 く行わ れ て い る ゆ え

ん で もある．

　我 々 は 口試 命 を 吾 が 産婦 入 和｛・領域 一 於 け る手 術 患 者 70

例 に 實施し，本試龍1成績 と手術 中り 血 壓 の 歌況 と を觀察

した と こ ろ ， 本試驗の 成績 は單 に 副輹上昇翰の 邏定並 に

其 り 量 の 決 定 に 役立 つ の み な らず ， 術 中に 於 け る．1“L鬘下

降 り 状況 ぜ ビ ッ ケ ン バ ッ ハ氏起立試強成績 よ り・par貫 1こ

判定 し得 」 ゴrl標 と な り うる こ と も知 つ た の で 蝕 L 報告す

る．

　 全 症例 中 「エ フ エ ド リ ン 』に 感受性 の あ る もの は 47％ で

不 惑受性者 53％で 島 ％ 「ア ド レ ナ リ ソ 」に 感受性の も の

は 57％ で ，兩纂劑、一對す る 1盛浸 性者は 24％ ， 兩者 の 不 感

受
．1±ヒ者に廴22％

P
毒濠）

ゾ
⊃ 六こ二．

　手術侵襲度 を 皮 外 して の 手 術中 の 血壓 下 降 の 状況 は 20

mm ．Hg 以 上 の 下 降者 ：よ，「エ 」感受 性者 で 6 ％，「ア 」感 受

性者 で 1よ工0％ で あ る に 對 し ，
「エ 』不 感受性者

冒
看1よ28％ ，

「ア 1不 感受性者 で は 31％ で さもつ た．

　 ビ ツ ケ ソ パ ツ ハ氏起立 試驗 で は 前者 同搬 こ 手 術 中 20

mm ．　H σ 以 上 r，血壓 下 降者 の 歌況 は ， 工型27，（ユ％，　 II型 44

％ で あ つ た．

　今「エ
」真コ：僉i夂檳 と ビ ツ ケ ソ バ ツ ハ氏 起 † 試瞼 成 績 と を

綜 ．，して み る に 「エ．i惑受性者 で ，
「ビ 」氏起立試驗 1型者

で の 手術中血笙下 降 20エ匸1mHg 以 上 の もの 乂 頻度 は 8％

で あ り， 1乏LZI ・
／ な く ， 不 惑受性者 で は 1型 の も の に 20

mm 侮 1以．i二の 強 蠻畫下降 を り 、た もリ ワ8％ ，
　II型 の も の に 29

％
一

の ，rア ．：感受件者 で 1ビよ 1型 の もの で 手術中 20nim ．

Hg 以 ⊥ の 亅丘1壓 ド降　 メ た も の は u ％，1工型 で は ／o％ で あ

り，不 ぶ受性者 で ／土 ∂ もの で 手術申血 摩 下降20mm ・Hg

り も¢ ）48％ ，
11型 で は37％ で あ つ た。

　以 上 り 武 驗 成 阪 1．よ腰 蹄 に よ る手 術 時 の 血 壓下 降 の 歌況

を ビ ツ ケ ン バ ッ ハ 氏趨寸二試驗成 負 よ りも，
「エ 」試踰成績

の 方 丿 上 廻 る右ね度が あ る こ と を實證す る もの で あ り，

「エ 1試強 は 單 に jl1しこ
一
tマ阡 防止劑 の 遲定 並 に ：量の 決定 に 役

立 つ  
・．k 、：べ く，腰痼i博 の 頚U．壓下 降度 の 指標 と な る こ と

なiロリ
「
「1

た の
’．1長‘ し た ．

：玉ピ）．　 欝 ツ 愛 肝 エ ス 整 梦
一鷲作用 に 及 ぼ ず エ ス ・卜

醤 ゲン の 影響

　〔愛育研） 上 月　正 ：秋

（昭 和醫大） 伊 藤 久

　近 酔 ス テ ロ イ ドホ ル モ ソ の 作用綬序1こ闕 して 種 々 酵i素

と り 聞係が 穿 明 され る 1こ 費 ．丿 て い る が，私共は酵素 の
一

つ と し て 肝 ．L 』1．テ ラ ーゼ を 探 り上げ ， 之 り 酵素作炬 と ヱ

ス ト ロ ゲ ン と ff 閣係 乙迫求 し た ．
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